
健康観察表(新型コロナウイルス感染症対策用）実施の流れについて 

  学校再開時の新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、以下のような流れで家庭と連携し

た健康観察を実施します。              ＊マスク着用、換気の徹底 

 

            健康観察表配布(黄) 

基本アルボースを使用    家庭で記入                       

児童は登校入室後手洗い＋ アルコール 

                      朝、担任回収・返却 

健康観察表提出                児童は登校後すぐ、「健康観察表」を提出 

                        担任は、朝の会でチェックする（体温もれは検温） 

外出後 

体育後 

トイレ後(アルコール) 

給食前（アルコール） 

清掃後は                  「良好」               「不調あり」 
必ず手洗い            教室で経過観察  担任は不調の理由とその程度について問診 

           ・せき  ・頭痛  ・だるい ・強いだるさや息苦しさ 

           ・３７．５℃以上の発熱     など 

           ・発熱が疑わしい場合は、体温を測定する 

         どうしたらいいか分からないときは、管理職へ相談！ 

給食は前向き 

放課は密なし            疑わしい症状なし      症状あり 

                           かつ平熱 

      

                          教室で経過観察     早 退 
                             

           保護者と連絡がつくまでは相談室待機 

                    保健室はけが等の対応で使用 

         相談室等で待機 

健康観察表をもらい下校 

               連絡がつき次第 

                                                               保護者の迎え  

 ＊授業後次亜塩素で消毒（机、いす、ドア、窓のかぎ等）・・・学年で協力して実施  

  音楽室、算数教室、図書室、理科室、体育館等（多くの児童が触れたと思われる所） 

  トイレ（１階・・・杉浦、２階・・・中村、３・４階・・・養教） 


